



































































































































































































































































































































































4．開催国だけ はいいいえ １１ ３６ ●０ ３９ ３４ くく１６ ４ ２ ２（66.7） 250（50.4） Ｐ ￣ 1.000 
５．選手だけ はいいいえ
４（66.7） 
243（49.3） 
２（33.3） 
250（50.7） Ｐ 
－ ０．４４６ 
６．仲良くなる はいいいえ
205（48.7） 
4２（53.8） 
216（51.3） 
3６（46.2） 0.508 
７．みんなのため
はい
いいえ
101（49.5） 
146（49.3） 
102（50.2） 
150（50.7） ０．０００ 
スポーツ活動の有無が長野冬季オリンピック大会の感想に及ぼす影響について
4．むすび
本研究は「一校一国交流活動」を実施していた長野市内の小学校児童を対象として､、スポーツ
活動を実施している児童は「一校一国交流活動」に参加しつつオリンピックをどのように感じて
いたのか、またオリンピズムの理解の程度からスポーツ活動の正の面および負の面を検討するこ
とを目的とした。その結果、「友好を深めたい」を否定的に捉えている児童をみるとスポーツ活
動が「ある」児童のほうが「ない」児童より比較的多い割合を示した。このことは、スポーツ活
動に参加することによって自己中心的な考えをもち、友好を否定することに結びつく恐れを示唆
させるものであり、指導者や親はスポーツ活動に関して勝利至上主義に偏りすぎた指導による児
童への心理的弊害について深く理解して指導にあたることが必要であると考えられた。一方、ス
ポーツ活動を行っている児童はオリンピックを見て「勉強やスポーツなどを頑張ろう」と感じる
傾向がみられた。このことはスポーツ活動を行っている児童は行っていない児童よりオリンピッ
クを通して積極的に自分自身の可能性および意欲をより高めようと感じることができたと推察ざ
る。
さて、スポーツを通して教育的活動を行う場合、大きく分けると２つの教育的配慮がある。そ
れは、「スポーツを教えること」と「スポーツで教えること」である。前者は様々なスポーツ種
目を安全に効果的に行うためのやり方を教えることであり、後者は、スポーツ活動を通して、克
己心、仲間意識といった個人の生き方に関わる事柄を教えることである。そして、スポーツに関
わる教育者はこの２つの伝授に日々奮闘していることと思う。今回の調査においてもスポーツ
活動の有無によって児童がオリンピックから感じた事柄について正の面または負の面がみられた。
この両方の面はスポーツの持つ特性ともいえる。そして、スポーツがもつ特性の中で正の面を伸
ばし負の面を軽減させ、さらに「スポーツで教えること」を充実させることがスポーツが教育活
動として、そして、オリンピックが教育活動としてその教育的効果を期待できるものになってい
くと考えられる。
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